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本研究では，知的障害教育における「考える力」を大切にした教育実践のために，特別支援学校の子ども
の「考える姿」とはどのようなものかを学部ごとに検討して整理した。その結果，「考える姿」とは，小学
部では自分が思うように試行錯誤する姿であり，中学部では試行錯誤しながらも選択する姿であり，高等部
では教師や友達と関わりながら自分の経験を基に選択する姿であることが多く見られた。特に高等部では，
教師の発問の工夫が重要な要素であることが分かった。さらに，全学部共通して，子どもが他者と関わった
りやりとりしたりする中でより多くの「考える姿」が見られることが分かった。以上のことから，子どもの

「考える姿」とは，各学部に共通する部分と共に，学部の児童生徒における発達段階や生活経験等による違
いが見られることが示唆された。

キーワード：考える力，考える姿，知的障害教育

Ⅰ　はじめに
現在の学習指導要領解説（文部科学省，2018a）

では，今後求められる子ども（以下，児童生徒及び
児童，生徒）の資質・能力を育成するためには，こ
れまで実践されてきた知識の質や量の改善に加え
て，課題の発見と解決に向けた主体的・対話的で深
い学び，さらには指導方法等の充実が必要であるこ
とが言われている。児童生徒の資質・能力とは，「知
識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに
向かう力，人間性等」という三つの柱として整理さ
れている。学校においては，これらを児童生徒にバ

ランスよく育成することが求められている （三浦，
2017）。一方で，この資質・能力の育成については，
先行研究でその課題点も指摘されている。松見

（2016）は，知的障害教育における学習評価の報告
では，「できた」「できない」などの知識・技能面を
評価することは多いが，学習の過程や思考・判断・
表現等を含めた多面的な評価や分析的な評価を実施
している報告が少ないという点を指摘している。ま
た梶田（1994）は，思考・判断は，精神活動の一
端であるため，児童生徒の身体の外側から教師が直
接確認することができない「見えにくい学力」であ
ることを述べている。このことから三つの柱のうち，
特に「思考力，判断力，表現力等」の育成について
は，課題点があるものと考える。

学習指導要領解説（文部科学省，2018b）では，
自ら課題を解決しようとする「思考力，判断力，表
現力等」を育むよう指導することが教育的対応の基
本として述べられており，指導の重要性が考えられる。
本校では，児童生徒が学んだりできるようになったこ
とを，実際の生活場面でどのように使うか，また学ん
だことを生かして，どうやって自らの課題等を解決しよ
うとするのかといった，「思考力，判断力，表現力等」
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とは，児童生徒の「考える力」につながるものであ
ると捉えた。現代社会では，AI 等の発展により，多
くの知識を蓄えていることの価値が下がっていること
が指摘されている。そのため，人間に必要なことは，

「自分の頭で考えること」であると言われている。さ
らに，その「考える力」をもつことで，生活の充実に
つながると述べられている（細谷，2017）。学校に
おいて，児童生徒がこの力を身に付け，自ら行動し，
自分自身の身近な問題や課題を解決できるようになれ
ば，学校生活のみならず，日々の生活が充実し，より
よく生きることにつながっていくのではないだろうか。
この「考える力」とは，障害の有無にかかわらず，
全ての児童生徒がもっているものと考える。しかし，
その力を身に付けているか，また日常生活においてど
のように発揮しているかについては，児童生徒の年
齢や実態，さらには普段の姿によって差があるものと
推測できる。では，児童生徒が「考える力」を発揮
する「考える姿」とはどのようなものなのか。今後，
教師が児童生徒の「考える力」について，どのよう
に捉えて教育実践に生かすのかについて検討するた
めには，まずは児童生徒の「考える姿」とは何かに
ついて，さらには「考える力」とは何かを整理し明ら
かにしていくことが必要であると考える。

Ⅱ　目的
知的障害特別支援学校における「考える力」を大

切にした教育実践のために，児童生徒の「考える姿」
について検討する。

Ⅲ　方法
1　�学部における児童生徒の「考える力」に関する
仮説の検討

研究協力者の指導・助言を基に，教師間で意見交
換し，各学部内で検討を重ね，児童生徒の「考える
力」について仮説を立てた。
2　�「考える力」に焦点を当てた授業づくりと授業
実践

各学部で立てた仮説を基に，児童生徒の「考える
力」に焦点を当てた授業の学習指導案作成と授業づ
くりを行った。授業実践では，一人一授業の取り組
みとして，6月～ 10月の間に研究授業を行った。
3　�児童生徒の「考える姿」のエピソード記述と学
部内研究会の実施

授業実践の中で見られた児童生徒の「考える姿」

についてエピソードを記述し，教師間で意見交換を
行った。意見交換は，Google社が提供するオンラ
イ ン ホ ワ イ ト ボ ー ド サ ー ビ ス で あ る Google 
Jamboard（以下，ジャムボード）を使用して行った。
研究協力者からの指導・助言を基に，授業中のどの
場面で児童生徒の「考える姿」が見られたかについ
ての記述と，記入者から詳細についての説明を求め
た。また，出された意見を同じ場面や同じ姿ごとに
分類し，キーワードを挙げながらカテゴライズして
整理した。なお，整理していく過程は，全てジャム
ボードを使用し，パソコンの画面上で行った。
4　学部における児童生徒の「考える力」の再検討

学部内研究会で出された「考える姿」やキーワー
ドを基に，各学部内で考える児童生徒の「考える力」
について再検討を行った。

Ⅳ　結果と考察
1　�学部における児童生徒の「考える力」に関する
仮説と再検討

表1には，各学部の研究会等において検討した，
学部ごとの「考える力」の仮説と定義について示し
た。6月は，学部内研究会等で学部の教師間で意見
交換を行い，検討を重ねて「考える力」の仮説を立
てた。その後に6月～ 8月の期間と10月に研究授
業と学部研究会，11月の公開研究会後には学部内
研究会を行い，各学部の児童生徒の「考える力」に
ついて再検討して定義した。

小学部の児童は，「何かをしたい」や「自分でやっ
てみたい」という欲求が生まれたとき，または自分
で気が付いたときなどのように，自分自身の情動が
動いたときに，様々な力を発揮したり行動したりし
ているものであると考えて仮説を立てた。しかし，
実践の結果を基に，児童は経験したことを自分の遊
びに取り入れたり，遊びを工夫したり他者とやりと
りしたりして遊びを変化させていくものであると考
えて仮説を再検討した。狩野（2020）は，子ども
の「自分で考える力」を伸ばすための三か条の一つ
として，「大人が正解を与えない」ことを指摘し，
子どもが「わからないことは大人が教えてくれるも
の」と思ってしまうことで，「自分で考えることを
やめてしまう」ものであると述べている。そのため，
児童が考える力を発揮するためには，ある程度，制
約が少なく，すぐに正解を求められない，自由で自
分から動くことができる場面が必要ではないかと考
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える。以上のことから，小学部では，児童の「考え
る力」とは，「情動が動いた事象に対して，自分な
りに工夫したり表現したりして対応する力」である
と定義した。

表1　各学部の「考える力」の仮説と定義

学部名
検討を行った時期

6月（仮説） 12月（検討後の定義）

小学部

・児童自身の「～したい」
という欲求が生まれたり
情動が動いたりしたとき
に現れる，児童が興味関
心や得意なことを生かし
て活動したり，教師や友
達とやりとりをしたりす
る中で発揮する力

・情動が動いた事象に対
して，自分なりに工夫し
たり表現したりして対応
する力

中学部

・場面ごとの状況に応じ
て，自己の気付きや他者
からの働きかけをきっか
けとして，順序や正誤，
自分の思い等を判断し，
次につなげる力

・誰にでも生じる，心や
体の動きの始めに見られ
ることと終わりに見られ
ることをつなげる力であ
り，次の行動に向かう力

高等部

・状況の変化や周囲の状
況に応じて，自分の行動
をより適切な行動に変え
ていくために必要な力

・状況の変化や周囲の状
況に応じて，経験に基づ
いて想起，連想したり，
予測や判断したりしなが
ら，自分の行動をより良
く変えていこうとする力

中学部の生徒は，学校生活において，他者からの
働きかけをきっかけとして色々なことを考えている
のではないかと考えて仮説を立てた。しかし，実践
の結果を基に，生徒は，思いや疑問をきっかけにし
て，試行錯誤や表現などを繰り返していくことなど，
二つ以上の思考の流れを形成していると考えて仮説
を再検討した。細谷（2017）は，「考える」とはほ
とんど全ての行動に見られるものであり，「見えな
いものをつなげる」ことであると述べており，これ
が生徒自身の思考の流れにつながるものと考える。
以上のことから，中学部では，生徒の「考える力」
とは，「誰にでも生じる，心や体の動きの始めに見
られることと終わりに見られることをつなげる力で
あり，次の行動に向かう力」であると定義した。

高等部の生徒は，周囲の状況や変化等をよく見て
行動をしているものと考えて仮説を立てた。しかし，
実践の結果を基に，生徒は，自身のこれまでの経験
を基にして予測したり行動したり，教師や友達との
やりとりを繰り返す中で，自分の考えや行動を変化
させていくものであると考えて仮説を再検討した。
狩野（2020）は，これからの時代に必要な力とし
て「自分で考える力」が注目されていることを挙げ，
そこで求められることとして，「自分で考えて，自

分で道を切り開く力」であると述べている。これは，
近い将来，社会に巣立っていく高等部の生徒には必
要な力であると考える。以上のことから，高等部で
は，生徒の「考える力」とは，「状況の変化や周囲
の状況に応じて，経験に基づいて想起，連想したり，
予測や判断したりしながら，自分の行動をより良く
変えていこうとする力」であると定義した。
2　�「考える力」に焦点を当てた授業づくりと授業
実践

表2には，6月～ 8月の期間と10月に，一人一
授業実践として行った研究授業の授業名と「考える
姿」のキーワードを示した。研究授業は，①授業の
ための学習指導案の作成，②教材・教具づくり，③
学習環境の設定，④授業実践という流れで行った。
先述したように，小学部の授業実践からは，児童が
日常生活の中で経験したことを自分の遊びに取り入
れたり，繰り返し遊び込むことで遊びを工夫して変
えていったりする様子や，教師や友達と共に活動し
たりやりとりしたりする中で遊びを変化させていく
様子などの，児童の考える姿を多く見取ることがで
きた。小学部の児童は，自分の情動が動いたときに
様々な力を発揮したり行動したりしているものであ
る。授業実践で見られた児童の「考える姿」の背景
には，この情動の動きが多くあったと推測できる。
そして，児童はそれをきっかけとして他者と関わり，
自分の思いをそれぞれの方法で伝えたり表現したり
しているのであろう。小学部の授業実践は，児童の
そのような姿が多く見られた実践になったものと考
える。

中学部の授業実践からは，生徒の「考える姿」は，
自分の思いや気付き，疑問などをきっかけとして次
の行動へつなげたり，考えたりしている姿を多く見
取ることができた。先述したように，中学部の授業
実践で見られた生徒の「考える姿」の背景には，好
奇心や疑問などをきっかけにした，思考の流れが
あったものと推測できる。またこれが，次の行動へ
の動機付けや原動力にもなり得るのであろう。中学
部の授業実践は，生徒のそのような姿が多く見られ
た実践になったものと考える。

高等部の授業実践からは，生徒自身の過去の経験
から意見を出す生徒が多く見られた。また，経験し
を基にした行動や，他者とのやりとりの中で，自分
の考えや行動をより良いものへと変化させているな
どの様子を見取ることができた。先述したように，
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高等部の授業実践で見られた生徒の「考える姿」の
背景には，自身のこれまでの経験を，考えるための
きっかけとした思考や行動があったものと推測でき
る。またこれが，次の行動や，より適切と思われる
行動への切り替えの原動力にもなり得るのであろ
う。高等部の授業実践は，生徒のそのような姿が多
く見られた実践になったものと考える。加えて，生
徒のそれらの思考や行動を適切に支援するために
は，教師からの適切な発問の工夫が欠かせない要素
であると考える。
3　児童生徒の「考える姿」のエピソード記述と学
部内研究会の実施

研究授業の評価と学部内研究会の実施は，①授業
参観後における評価記入，②評価表を活用した学部
研究会の実施という流れで行った。また，学部研究

会では，ジャムボードを使用して協議を行った。協
議は，授業中における児童生徒の「考える姿」がど
こにあったのか，どの姿を見て「考える姿」と考え
たか，またその時の児童生徒の内面の変化や考えの
推察を中心として行った。その結果，表2に示した
ように，各学部で様々なキーワードが出された。研
究授業ごとにカテゴライズしたキーワード数を見て
みると，小学部では32ワード，中学部では38ワー
ド，高等部では40ワードであった。挙げられたキー
ワードを詳しく見てみると，学部で多く挙げられた
キーワードの他に，全学部に共通したキーワードも
見られた。学部毎に多く見られたワードを具体的に
挙げると，小学部では，「関わり・やりとり」が最
も多く5ワード（15.6％），次いで「試行錯誤」が
3ワード（9.3％），「経験」が3ワード（9.3％）であっ

表2　各学部の授業実践における授業名と授業中に見られた児童生徒の「考える姿」のキーワード

学部名 教科・指導の形態名 授業名 キーワード ワード数

小学部

生活単元学習 三つのコーナーであそぼう
１くみランドで自由に遊ぼう①

模倣，刺激，気持ちの整理，遊びの広がり，気持
ちの移り変わり，自己選択，関わり合い，試行錯誤，
創意工夫，気付き

10

生活単元学習 スズランテープ遊びをしよう② 好きなこと，友達とのやりとり，試行錯誤，見本 4

生活単元学習 秋を探して，集めよう① イメージ，経験，文脈理解，自分の思い，自己選択，
関わり合い，比較，道具の使い方，工夫 9

生活単元学習 校外学習を振り返ろう
～バス・電車～

経験からくる気付き，関わり，楽しさ，振り返り，
気持ちの整理 6

生活単元学習 風で動くおもちゃで遊ぼう① 他者との関わり，試行錯誤，生活経験 3

中学部

総合的な学習の時間 校内宿泊学習の振り返りをしよう 選択，記憶・過去の経験，経験からくる理由，曖
昧さの表現，教材・教具の工夫 6

生活単元学習 群大の友達とやりとりしよう 他者とのやり取り，記憶の喚起，考えの深まり，
自己表現，比較，考えの変化，自己選択 7

生活単元学習 作ったものを使って,確かめてみ
よう

友達の意見，見通し，状況判断，試行錯誤，教師
の関わり 5

生活単元学習 電気を通すものと
通さない物を探そう

驚き・疑問，確信・安心，試行錯誤，気付き，見
通し，比較，理解 9

生活単元学習 福島県について調べよう
～喜多方市内を調べよう～

疑問，知りたい欲求，選択(迷い)，
決定→修正 4

生活単元学習 舟のレースをしよう
～磁力の性質を確かめよう～

試行錯誤，選択，意思・決意，経験からくる比較・
発見，手段の選択 7

高等部

職業 校内実習を振り返ろう② ポジティブな話題，発問の工夫，肯定的評価，自
分でできる工夫，選択肢 5

生活単元学習 手ぬぐいレシピ作り
過去の経験，好奇心，雰囲気，意欲，考える時間
の保障，場の工夫，教材・教具の工夫，比較，教
師との関わり，言語化

10

生活単元学習 活動内容の確認①　塩作り 選択，調整，気付き，連想，説明，経験，生徒同
士の関わり，同調 8

作業学習 安全な清掃 過去の経験，予測，気付き，教師との関わり，技
術面の安全・正確さへの配慮，発問の工夫 7

保健体育 熱中症( １) モチベーション，分かる状況設定，教材・教具の
工夫，選択，発問の工夫，経験 6

総合的な探究の時間 名画になりきろう② 教材・教具の工夫，教師の仲介，友達同士の関わり，
相手のことを考える 4
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た。特に友達や教師との関わりに関するキーワード
は，小学部の全授業において挙げられた。

次に中学部では，「選択」が最も多く5ワード
（13.1％）であり，次いで「試行錯誤」が3ワード
（7.8％），「比較」が3ワード（7.8％）であった。

最後に高等部では，「経験」と「関わり」が最も
多く4ワード（10％），次いで「発問の工夫」が3ワー
ド（7.5％），「選択」が3ワード（7.5％）であった。
以上の結果から，小学部では自分が思うように試行
錯誤する姿が多く見られ，中学部では試行錯誤しな
がらも選択する姿が多く見られ，高等部では教師や
友達と関わりながら自分の経験を基に選択する姿が
見られ，教師の発問の工夫が重要な要素であること
が分かった。

さらに，挙げられたキーワードの中でも，特に教
師や友達などの他者との関わりについては，全学部
で共通して多く挙げられたものであった。自分以外
の他者と関わることは，児童生徒が学校のみならず
社会で生きる上で，必要不可欠なことであると考え
る。学習指導要領解説（文部科学省，2018b）では，
人との関わりを通して自分の思いや考えを伝え合う
力を高め，思考力や想像力を養うことなどの重要性
が述べられている。各学部の実践では，教師と児童
生徒や児童生徒同士の関わり合いが見られるような
場の設定を行ったことや，そのような授業の展開を
実践した結果，各学部ともに児童生徒の「考える姿」
の想起につながったのではないかと考える。児童生
徒が見せる「考える姿」は，全学部に共通する部分
と共に，学部による違いが見られたが，これには児
童生徒の発達段階に加えて，学習上の特性や生活経
験等が関係していると推測できる。学習指導要領解
説（文部科学省，2018b,2019）にも述べられてい
るように，児童生徒には特有の学習上の特性があり，
学習集団の中で同じ内容の活動や学習を行っても，
発揮する力や姿は様々であろう。そのため，教師は
児童生徒の実態や特性，過去の生活経験等を十分に
考慮して学習環境や内容を設定していく必要があ
り，これが多くの児童生徒の「考える姿」，さらに
は「考える力」につながるものであると考える。

Ⅴ　まとめと今後の課題
表2に示したように，本研究では，授業実践時に

おける児童生徒の「考える姿」を通して，「考える力」
とは何かについて検討を重ねてきた。しかし，この

「考える力」の定義は，今後も授業実践を重ねて行
くことで変わっていく可能性があると考える。細谷

（2017）は，「考える」という行為は，ありとあら
ゆる場面でほとんどすべての行動に伴ってできる行
為であると述べている。このことを考えれば，児童
生徒が発揮する「考える力」とは，日常生活の場面
においても重要な力であり，学習時以外にも生活の
あらゆる場面で児童生徒の「考える姿」が見られる
ものであろう。

今後は，生活の様々な場面を対象にした「考える
姿」の見取りと，「考える力」の更なる検討を進め
る必要があると考える。また，各学部で検討し定義
した「考える力」であるが，この力を児童生徒がど
う身に付けていくのか，さらに，我々教師はどのよ
うに授業づくりを行っていけばよいのかなどを検討
していく必要があろう。

以上のことを踏まえながら，今後も児童生徒たち
に寄り添いながら，丁寧に教育実践に取り組んでい
きたいと考えている。

付記
本稿は，宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学

校において共同で取り組まれたものの一部を筆者ら
の責任の下に発表するものである。
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